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中耳真珠腫進展度分類 2015は，真珠腫の病態を定義
し進展度を表現する分類として現在本邦で広く用いら 

れている．またヨーロッパ耳科学会（EASO）と日本 

耳科学会との間で国際コンセンサスが形成され，中耳真
珠腫進展度分類 2015をほぼ踏襲する形で 2017年には
「EAONO/JOS Joint Consensus Statements on the 

Definitions, Classification and Staging of Middle Ear 

Cholesteatoma」（EAONO/JOS分類）が発表された．こ
の分類は，中耳真珠腫研究を行う上でのスタンダードと
して世界で広く用いられている．

EAONO/JOS分類は中耳真珠腫進展度分類 2015を基
に作成されたが，中耳腔の区分を PTAMとは若干異なる
STAMで規定している．TAMについては 2つの基準で
は同様であるが，中耳真珠腫進展度分類では P：前鼓室
（protympanum）と表現していたものを S1：supratubal 

recessとして，さらに S2：sinus tympaniを加え，S1，S2

を difficult access sitesと規定している．中耳真珠腫進展
度分類での Pと EAONO/JOS分類での S1はほぼ領域的
に近似されるが，S2：sinus tympaniについては，もと
もと鼓室洞（sinus tympani）に対する定義が曖昧である
こと，そこへの進展の判断に客観性を担保することが必
ずしも容易ではないことから，中耳真珠腫進展度分類へ
の採用は見合わせていた経緯がある．しかし両分類の間
での互換性を担保する上で，また進展の重症度，手術の
難易度を表現する上で，鼓室洞進展の有無は極めて重要
な意味を持つ．ここで改めて鼓室洞（sinus tympani）
の解剖学的な定義について過去の報告を紹介し，鼓室洞
に対する理解を深めたい．

鼓室洞と鼓室洞進展について

錐体隆起から鼓室岬角に伸びる骨性隆起を ponticulus

と呼び，その下方にある正円窓窩の上方から後方に伸び
る骨性隆起を subiculumと呼ぶ．Schuknecht 1）は鼓室
洞を「錐体隆起と顔面神経の内側，骨迷路の外側に位置

し，ponticulusと外側半規管が上方限界，後半規管が後
方限界，subiculum，styloid eminence，頸静脈壁が下方
限界となる」と定義している．野村ら 2）は「鼓室の内側
で ponticulusと subiculumの間にあり，後方にひろがり
錐体隆起，顔面神経の内側，後半規管の外側に存在する」
としている．
また，Marchioniら 3）は正円窓の下方には後壁に伸びる

骨性隆起 finiculusがあり，これと subiculumとの問に囲
まれた部位を sinus subtympanicusと呼び，鼓室洞と同
様の扱いをすることがあるとしている．また funiculus

と subiculumにはバリエーションがあり，完全な隔壁
を形成するものから bridging boneの形態，欠損するも
のまで存在すると述べている．
実際の中耳真珠腫などに対する手術中には，これらの
解剖学的メルクマールの確認が困難な場合も多い．また
鼓室洞の発育には症例毎に大きなバリエーションがみら
れる．そのため真珠腫の進展を評価する際には「錐体隆
起下方で顔面神経垂直部内側の後方へのくぼみ」として
とらえて判断するのが現実的である．いずれにしろ，上
記のような解剖学的な定義と周辺の解剖をよく理解した
上で，鼓室洞への病変の進展の有無を判定することが重
要である．
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